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令和3年1月30日(土)　　　　　　　　　　　司会・記録：松村　裕美
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＜連絡事項＞

・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・中村　豊様～ピコスルファートナトリウム内用液2本処方となっています。
・山田　晃大様～退院時刻の連絡があり、2/6（土）14：00青山荘入所となります。
＜要注目患者様＞
・小笠原　文人様～日課以外は自室で過ごされ臥床傾向見られています。動作緩慢さはみられず、眼光の鋭さもなく経過。独語や奇異行動もないですが気分の落ち込み継続して見られています。
・滝田　英人様～断続的な独語と、妄想に左右された発言続いています。時折声高となることはありますが、介入には聞き入れできており現実的な会話も可能です。午後から、「面会が来ていると言っている」と幻聴訴え、一時的に自動ドア前に立つ事がありますが、病棟を離れようとする行動はありません。
・杉澤　恵子様～昨日から今朝にかけて、自己中心的な発言多く、不機嫌さが見られていることで振り返り実施しています。「何だかイライラして、ちょっとしたことにも八つ当たりしてしまった。午後からは考え直して過ごしたけど、イライラしてカーテンとか引っ張ってしまったのをどうにも出来なくて・・・」と泣きながら話しています。イライラを爆発的に発散しても解決にならず、余計にイライラする結果となった事を振り返り出来ています。話し合い実施後からは、不機嫌となる事や大声を上げる事はなく経過しています。午後のプログラムで他者から座る位置を指示された事で怒り出す様子見られていますが、介入ですぐに落ち着いています。
